
 

 

 

 

第 1481 回例会報告          平成２８年１１月１０日（木）晴れ 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        37 名 
出席者数     30 名 
出 席 率    81.1％ 
前回修正    94.4％ 

■ニコニコ BOX 

5 名     24,000 円 

累  計  197,300 円 
目標額   60 万円 
達成率    32.9％ 

■今週のことば 
セブ島支援活動を終え無事帰国しました。皆様の温かい心遣い
に感謝いたします。           国際奉仕委員長 髙林一紀 

子供の笑顔に支えられて、なんとかやってきました。  溝口幸二 

おかげさまで無事帰ってきました。            長﨑政直 

11月8日に 麻薬・覚醒剤乱用防止功労者として小林聖仁会員が
会長を務める長野県保護司会連合会が日頃の活動に対し厚生労
働大臣感謝状を受領されました。 保護司として小松孝弘会員も関
わられておられ皆様のご功績をありがたくお慶び申し上げます。 

御子柴文夫 

  

SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY NO.1481 

会長挨拶 

会長 河西達雄 

トランプ大統領実現 

アメリカ大統領選挙が終わり、トランプ氏が大統

領になりました。 

トランプ氏が大統領になることにより、いったい

アメリカはどこに向かおうとしているのでしょうか。

日本は株安になり円高が進みました。アメリカはド

ル高が進み株は高騰しています。何もかもが不透

明になっている気がします。 

ところで今回の大統領選は私にとっては不思議

な選挙でした。 

演説の中でお互いに平気で嘘をつく、誇大なこ

とを言う。こんな誹謗中傷が許されるのかと驚いて

しまうほどでした。もし日本の選挙でこうしたことが

行われると、その候補はすぐにマスコミに糾弾さ

れ落選となると思います。にもかかわらず、大統領

選は着々と進み投票まで進みました。 

この誹謗中傷の様子は、たびたび日本でも報

道されていますが、どちらかと言えばトランプ氏を

非難する報道が多いのに、世論調査では両者の

支持率が拮抗するのかよく理解できませんでし

た。 

前日までの世論調査による支持率では 3ポイン

ト以上ヒラリー氏が上回っていました。しかし現実

にはトランプ氏が当選しました。 

ここで一つ気になることがありました。インターネ

ット上で行われる支持率調査では意外なことに４９

対４３で圧倒的にトランプ氏が優勢でした。 

この違いは何かというと、リサーチ会社が行う支

持率調査は電話で行われその詳細が公表されて

いません。しかも電話をかけてくるということはいく

ら秘密を守るといっても電話番号は電話した側は

承知しているはずです。これでは「もしかしたら自

分のことが漏えいするかも」と正直に答えられない

かもしれません。それに比べインターネット上の調

査は全く秘匿性が保証されたうえで行われるので、

電話では、本心で答えられない人も正直な気持ち

を答えたのかもしれません。（隠れトランプ支持と

呼ぶようです） 

そのことから思いつくのがメディア特にマスコミ

は自分に都合のよい情報を流しているのではな

いかという疑いです。事の真相より、一般受けする

かどうかを考えて情報の重さを量っているのでは

ないか思うのです。 

私はトランプ氏が嫌いですが、今考えなおすと

ヒラリーさんを持ち上げる報道が多く、トランプ氏

はダメと決めつけるというか、からかい半分のよう

な報道が多かったような気がします。 

私たちは情報を読むときインターネット上の情

報は疑って読みます。しかしテレビ、新聞などで
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提供された情報は鵜呑みにしているところがない

でしょうか。 

マスコミを通じて流される情報には嘘が含まれ

ているかもしれないと疑ってみることも時には必要

ではないかと今回のことでしみじみ思いました。 

◇幹事報告◇ 

【連絡事項】 

1.ロータリーの友、月信が届きました。レターボッ

クスに入れてありますのでご覧ください。 

委員会報告 

【社会奉仕委員会】 

１１月２０日 諏訪湖博物館において「諏訪湖塾」

が開催されます。 

配布しました FAX で確認の上、出欠席の連絡を

お願いいたします。 

【国際奉仕委員会】 

財団、米山の寄付を募集しています。よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 
今月の誕生祝は河西達雄会員一人で

した 

 

第1481回例会 

わたしの職業奉仕（会員卓話） 

担当 職業奉仕委員会 

職業奉仕委員 近江誠一会員 

自分が年をとって

くるとともに患者さん

も高齢化となり、そ

れとともに全身疾患

を持ち合わせ対応

が難しくなってくる。 

例えば自分で口

の中や義歯の掃除

がうまくできない。循

環器障害があり手術を見合わせないといけない。

嚥下や呼吸機能の低下でむせたり誤嚥の恐れ

があり切削器械が使えない。脳卒中の後遺症で、

片麻痺があると噛み合わせが不安定になる。

等々 

そのため一つの処置や施術でも何回にも分け

て説明を繰り返し辛抱強く小分けにして行う。 

わたしの現在の職業奉仕はそれらの事例に対

応できる自身の健康と体力を保持して全力を尽く

すことです。 

SAA 蒲地整志会員 

今回の卓話の内容を箇

条書きにまとめます。 

１．「私の職業奉仕」につ

いて深く考えた事がなか

った。良い機会を与えて

下さった平山会員に感

謝しています。 

２．初めの頃は仕事さえ

していればと思ってい

た。 

３．「職業奉仕」の事を教えてくれたのは、地区大

会や地区協ではなく他ならぬ諏訪湖Ｒ・Ｃであっ

た。 

４．仕事を廻し合うのが職業奉仕ではない。 

５．「四つのテスト」の理解を深めよう。 

６．職業がある事のありがたさ、己の職業を通じ

て社会に貢献する事の大切さをロータリーの職

業奉仕の理念が教えてくれる。 

 


